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令和５年度 事業報告書 

 

Ⅰ 全般 

岡部俊哉理事長の下、公益法人としての誇りと自覚をもって、公益目的事業を積極

的に推進し、国防思想の普及啓発に努めた。 

令和５年度の事業は、年度の事業計画及び収支予算に基づき実施し、概ね計画通り

実施できた。 

 

Ⅱ 事業 

１ 国防思想の普及啓発事業 

国防思想の普及啓発を図るため、計画的に５回の国防問題講演会を開催するととも

に、機関誌「日本の國防」の頒布及びホームページの運営等の事業を実施した。 

 

（１）国防問題講演会の開催                                       

講師を厳選し、櫻井よしこ氏を講師に招聘する等、昨年度に比し多くの聴講者に

対して「国防問題に対する認識と理解を深め、国防思想の普及啓発」を図ることが

できた。 

 

年 月 講 師 経 歴 演 題 聴講者 

令和５年 

５月２９日 
島田和久 前防衛事務次官 

新たな戦略３文書と防衛省・

自衛隊の課題 ～安倍総理

の国防・自衛隊に対する思い

と取組み～ 

75 名 

令和５年 

９月１６日 
櫻井よしこ ジャーナリスト 

日本の進路と誇りある国づく

り 
440 名 

令和５年 

９月２８日 
藤高 崇 防衛白書室長 令和５年版防衛白書説明 44 名 

令和６年 

２月５日 
中谷 元 日本国防協会会長 

国内外情勢 ～日本の安全

保障に与える影響～ 

76 名 

 

令和６年 

２月２１日 
今野泰樹 前練習艦隊司令官 

令和５年度遠洋練習航海

について 
23 名 

合 計 

（前年度） 
658名 

（320名） 
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（２）機関誌「日本の國防」の頒布 

機関誌「日本の國防」を計画通り新年号として（第１４０）発刊した。 

この際、国会議員、企業及び自衛隊の機関に加えて、主要な公立図書館へも頒布 

を行った。 

 

機関誌 

「日本の國防」 

頒布先 

会員等 防衛省 
議員・企業

等 
図書館 

令和６年１月 新春号 

第 140 号 
２85 部 25 部 165 部 9 部 

（※頒布先各幕監理部） 

（３）自衛隊施設等研修・見学事業  

靖国神社参拝及び横須賀基地研修・見学等を通じて、昨年度に比し多くの会員及び一般

参加者の国防に対する意識の高揚を図り、国防思想の普及を図った。 

 

時期 
参 加 概 要 

研修先 研修部隊等 研修内容 
参加人

員 

令和５年５月 15 日 横須賀基地 横須賀地方隊 
護衛艦いずも 

記念艦三笠 
100 

6 月 21 日 土浦駐屯地 
武器学校 

予科練記念館 

小火器・野砲 

予科練の軌跡 
50 

8 月 15 日 靖国神社  慰霊参拝 48 

9 月 13 日 朝霞駐屯地 
体育学校 

輸送学校 

オリンピック選手激励 

海外派遣隊員輸送 
50 

9 月 22 日 横須賀地区 
第 2 海堡 

防衛大学校 

海上要塞跡上陸 

学生教育 
50 

11 月 9 日 習志野駐屯地 第 1 空挺団 跳出し降下体験 50 

11 月 17 日 

～18 日 
九州地区 

佐世保地方隊 

水陸機動団 

護衛艦こんごう 

セイルタワー 

水陸両用車体験搭乗 

39 

1 月 7 日 習志野演習場 第 1 空挺団 初降下訓練 10 

令和 6 年 1 月 31 日

～2 月 1 日 
青森地区 

第 9 師団 

（八甲田演習場） 

遭難者慰霊 

雪中訓練激励 
19 

3 月 20 日 武山駐屯地 高等工科学校 卒業式 10 

3 月 23 日 横須賀地区 第 2 海保上陸 荒天中止 37 

計 

（昨年度） 

463 

（113） 

 

会員獲得成果  法人会員（5社） 永年会員（2名） 年度会員（16 名） 
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（４）相談窓口業務 

   令和６年度の本格的活動に備え次のような検討と準備を実施した。 

    ・フラグシップ※の創生 

     ※日本国防協会の相談窓口事業として最も目指す活動 

    ・活動方針策定会議５回 

 

（５）関係団体等との交流 

   国防問題講演会や賀詞交歓会を通じ国会議員と防衛関係団体との交流を図ること

ができた。また、駐屯地・基地・自治体等に積極的に赴き記念行事・慰霊祭・防災

訓練等に参加し協会の存在意義を知らしめた。 

 

（６）広報業務 

・幼児向け絵本「みんなを守る人図鑑」を作成した。 

・ホームページを更新して講演会の要旨等国防に関する各種情報を提供し、国防思

想の普及啓発に努めた。 

・ホームページ閲覧後入会の問い合わせと年度会員への入会者があった。 

 

 

２ 斡旋品の販売事業 

カレンダー及びバッジ（日の丸）の販売を通して、愛国心の高揚を図った。 

 

斡 旋 品 販売個数（前年度） 

カレンダー 「躍動」 110 部（250 部） 

バッジ 「日の丸」  8 個（４個） 

 

 

Ⅲ その他 

１ 会員の増勢 

広告の継続、会員募集掲載の機関誌「日本の國防」の頒布拡大、自衛隊施設等研修・

見学事業の促進等に加えて、ホームページを通じて国防思想普及事業に連携する会員

の勧誘活動を推進した。 

会 員 新規入会数（前年度） 合計数 

年度会員 39 名（38 名） 234 名 

永年会員 8 名（14 名） 63 名 

名誉会員 0 名（6 名） 24 名 
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法人・法人特別会員 6（6 社） 21 社 

購読会員 1（0 名） 1 名 

                      

 

 

２ 理事会及び評議員会の開催 

会議の種類 実施回数 実施期日 

理 事 会 ５ 

  令和５年 ５月２５日（木） 

  令和５年 ６月 ８日（木） 

令和５年 ６月 ９日（金） 

令和５年１２月１１日（月） 

  令和６年 ３月 ７日（木） 

評議員会 ２ 
令和５年 ６月 ９日（金） 

令和５年１２月１１日（月） 

 

 

 

３ 組織の確立と強化 

  業務運営組織を確立し、執行理事等の任務役割を明確にして責任ある業務運営がで

きる体制にした。 

  新たに２名の国会議員（若宮健嗣衆議院議員、杉田水脈衆議院議員）に顧問委嘱を

して国防思想の普及啓発を更に推進する体制に整えた。 

以上 


